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資料４．認定基本計画の目標達成の検証 

（１）認定基本計画の概要 

 

・計画期間：平成２０年１１月から平成２６年３月（計画変更により１年間延長） 

 

・中心市街地の位置及び区域 

本市の中心市街地は、岩見沢駅を中心に商業業務施設、金融機関、公共公益施設

など、多くの都市機能が集積し、空知圏の中心機能を担っている１４７ha の地区

を位置づけました。そのうち、商店街をはじめ多くの都市機能が集積し、中心市街

地の中核をなす３３ha の地区を「商業業務集積地区」として位置付けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 55 - 

 

○認定基本計画の基本方針と目標設定 

 

基本方針 
目 標 

＜指 標＞ 

１ 

住みたいと思う暮らし環境づくり 

①まちなか居住の推進 

②安全・安心な暮らし環境づくり 

③豊かで潤いのある暮らし環境づくり 

まちなか住まいを促進する 

＜中心市街地居住者人口＞ 

目標値：5,000人（平成 25年） 

（基準値：4,740人（平成 19年）） 

２ 

ふれあいと交流のある賑わいづくり 

   ①魅力ある軸と拠点づくり 

   ②交流の促進と新たな地域文化の創造 

   ③行き来しやすい交通環境づくり 

まちなか回遊を促進する 

＜中心市街地歩行者通行量＞ 

目標値：5,700人（平成 25年） 

（基準値：5,356人（平成 19年）） 

３ 

地域産業の活力を生み出す環境づくり 

   ①新たな産業の振興 

   ②就業対策の推進 

   ③買い物したくなる商業環境づくり 

まちなか雇用を促進する 

＜中心市街地従業者数＞ 

目標値：8,900人（平成 25年） 

（基準値：8,840人（平成 18年）） 

※目標年度は、計画変更により平成２４年度から１年間延長となっています。 

 

 

（２）目標指標の達成状況 

認定基本計画で進めた事業により居住人口が微増に転じるなど、一部にその効果は

認められましたが、計画で定めた３つの目標の指標は、最新値がいずれも目標値（平

成２４年→１年間延長変更）に満たず、達成することができませんでした。 

 

基本方針 目標 指標 基準値 目標値 最新値 

１．住みたいと思う暮

らし環境づくり 

まちなか住ま

いを促進する 

中心市街地居住者

人口 

4,740 人 

(H19年) 

5,000 人 

（H25 年） 

4,664 人 

（H25 年） 

２．ふれあいと交流の

ある賑わいづくり 

まちなか回遊

を促進する 

中心市街地歩行者

通行量（平日） 

5,356 人 

(H19年) 

5,700 人 

（H25 年） 

3,500 人 

（H25 年） 

３．地域産業の活力を

生み出す環境づくり 

まちなか雇用

を促進する 

中心市街地従業者

数 

8,840 人 

(H18年) 

8,900 人 

（H25 年） 

7,896 人 

（H25 年） 
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（３）基本方針及び目標別の検証 

 

基本方針１ 「住みたいと思う暮らし環境づくり」 

（目  標）まちなか住まいを促進する 

（指  標）中心市街地居住者人口（５，０００人） 

 

１）目標指標の達成状況 

中心市街地の居住者人口は、平成２５年度現在で４，６６４人と目標値に達成して

おらず、平成１９年度の基準値をも下回っています。しかし、平成２１年度以降はそ

れまでの減尐傾向から横ばい傾向に転じたことから、認定基本計画の事業実施の効果

がみられます。 

 

 
 

２）事業効果と目標達成とならなかった要因 

 認定基本計画に基づく次の事業の実施による人口増加の実績値は４４１人で、目標

とした人口増５００人の約８８％の達成率でした。 

 

増加に寄与する事業の実績 

事業 実施状況 
居住者数の増加（人） 

計画 実績 

１．岩見沢駅北土地区画整理事業 完了 ２２０ ９３ 

２．１・２地区賃貸住宅整備事業 完了 ３１ ２０ 

３．４・３地区再開発事業 完了 ６６ ６６ 

４．３・５地区マンション事業 未了 ２７ ０ 

５．民間による共同住宅の供給（※） 実施中 １６０ ２６２ 

計 ５００ ４４１ 

（※）民間による共同住宅供給実績：130戸×1.81(人/世帯)×0.9＋51≒262 

 

目標とした５００人の増加に満たなかった主な要因としては、整備が完了した駅北

土地区画整理事業地区において、市営住宅の建設された街区以外の土地利用が進んで
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資料：住民基本台帳（12 月末） 
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いないことや、民間事業者による賃貸住宅整備等の事業などにおいて、計画の変更や

事業の遅れがあったことによります。 

また、事業実施によって４４１人の人口増があったにもかかわらず、平成２５年度

の居住者人口が目標値の５，０００人より３３６人も尐ない結果となった要因として

は、中心市街地では高齢者が多く、ファミリー世帯が尐ないことによる人口の自然減

に加えて、転出超過による社会減が全市に比較して大きく、中心市街地の居住者人口

の減尐が推計を上回るものであったためと考えられます。 

 

 

 

基本方針２ 「ふれあいと交流のある賑わいづくり」 

（目  標）まちなか回遊を促進する 

（指  標）中心市街地歩行者通行量（５，７００人/平日） 

 

１）目標指標の達成状況 

中心市街地の歩行者通行量は、平成２５年度の実績値が３，５００人と、目標値と

した５，７００人の達成はできませんでした。しかし、認定計画に基づき事業着手し

た平成２１年度以降の推移は、それ以前の急激な減尐に比較すると穏やかなものとな

ってきています。 

 

 
 

２）事業効果と目標達成とならなかった要因 

認定基本計画の事業実施による実績値は９１１人の増加で、達成率は１００％を大

きく超えるものでしたが、平成２５年度の中心市街地歩行者通行量は３，５００人に

とどまっています。 

目標達成とならなかった要因の一つは居住者人口が目標値に及ばなかったことか

ら、人口増による歩行者通行量の増加がなかったことです。また、有明連絡歩道の整

備により駅南北を横断する歩行者数は増加しましたが、中心市街地への回遊が尐なか

ったことも要因の一つです。一方、中心市街地コンバージョン事業の実施などにより、
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5,700  

中心市街地歩行者通行量の推移と目標値 

目標値 

資料：岩見沢市調査 
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既往施設の機能拡充や新規施設の立地による通行量増加は計画を上回るものでした。  

しかし、中心市街地の大規模小売店舗施設の撤退や駅前通りが整備中であること、商

店街の空き店舗、空き地の増加などによる集客力の低下は、歩行者の減尐に大きな影

響を与えました。 

 

増加に寄与する事業の実績 

事業 実施状況 
歩行者通行量の増加（人／日） 

計画 実績 

１．中心市街地の居住者人口増による増加分 － １７０ ０ 

２．有明連絡歩道の開通による増加分（※1） 完了 ２２０    １６２ 

３．既往施設(機能充実)、新規施設立地の利用者 

増による増加分 (※2) 
完了 １２０  ６６６ 

４．ソフト事業展開の相乗効果による増加分(10％) 実施中 ５０ ８３ 

計 ５６０ ９１１ 

 

 

（※１）有明連絡歩道の開通による増加数の算定 

                                  歩行者通行量：人／日 

経 路 
計 画 実 績 

利用割合 歩行者通行量 利用割合 歩行者通行量 

複合駅舎利用 ３４％ １７２ ２１．５％ １２１ 

駅前通り ２２％ １１２ １４．５％ ８１ 

１条通り（東方向） ２２％ １１２ １４．５％ ８１ 

その他の通り ２２％ １１２ １４．５％ ８１ 

その他   ３５．０％ １９８ 

合 計 １００％ ５０８ １００％ ５６２ 

その他：施設利用なし、または駅周辺の施設のみ利用 

 

有明連絡歩道利用者の施設利用者状況（平成２４年１０月の来街者アンケート調査） 

                            単位：人 

区  分 利用人数 率 

中心市街地の施設を利用 ８７ ４３．５％ 

駅及びその周辺施設のみを利用 ５５ ２７．５％ 

 複合駅舎のみを利用（ＪＲ駅含む） ４３ ２１．５％ 

駅周辺施設のみ利用 １２ ６．０％ 

施設利用なし ５８ ２９．０％ 

合  計 ２００ １００．０％ 

        ※駅周辺施設：バスターミナル、コミュニティプラザ 

 

・中心市街地の施設を利用した 43.5％の人を３方向に 14.5％ずつ分け、平成２１年調査による 562人 

のうち駅前通りと１条通りを利用したものと思われる利用者数を算定しています。 

        駅前通り利用者数＋１条通り利用者数＝51＋81＝162（人／日） 
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（※２）既往施設（機能拡充）、新規施設立地の利用者増の算定 

 

事業 実施状況 
利用者数（人／年） 

計画 実績 

シルバー人材センター（機能拡充：ワークプラザ） 

 （平成１９年の利用者１１，７２２人） 
完了 

１５，２００ 

(3,478人増) 

１５，９５４ 

(4,232人増) 

複合駅舎施設（市サービスセンター利用者除く） 完了 １０，０００ １９，７４８ 

ラルズ跡地活用事業（新規開業５店舗） 完了 １０，０００ ３９，５１６ 

ラルズ跡地活用事業（カフェ：無料休憩所） 完了 ６，０００ ２，６４０ 

商店街コンバージョン事業（新規開業１５店舗） 実施中 ６，５００ １２６，０００ 

計 
４７，７００ 

(35,978人増) 

２０３，８５８ 

(192,136人増) 

・利用者増の歩行者通行量（人／日）への換算 

＝日利用者数（192,136/300）×（徒歩・バス利用歩行率 22％＋車利用歩行者率 60%×50％） 

×（往復 2）＝ 666 (人／日) 

 

 

 

基本方針３ 「地域産業の活力を生み出す環境づくり」 

（目  標）まちなか雇用を促進する 

（指  標）中心市街地従業者数（８，９００人/平日） 

 

１）目標指標の達成状況 

認定基本計画の事業の実施による中心市街地従業者の実績値（平成２５年度）は、

７，８９６人と、目標値とした８，９００人には及びませんでした。 
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資料：事業所･企業統計調査（H8～18 年） 

岩見沢市調査（H22 年～25 年） 



- 60 - 

 

２）事業効果と目標達成とならなかった要因 

雇用の促進に向けた事業実施による従業者数増加の実績値は３２５人で、達成率は

約５４％でした。 

増加に寄与する事業の実績 

事 業 実施状況 
従業者数の増加（人） 

計画 実績 

１-1．岩見沢市雇用創出計画による従業者増 完了 ２２０ ５８ 

１-2．コールセンターの従業者増 中止 ５０ ０ 

２-1．ＩＴビジネスセンター建設による従業者増 完了 １８０ １１１ 

２-2．コミュニティプラザの従業者増 完了 ３０ ６ 

３-1．複合ビル新築事業 完了 ２０ ３７ 

３-2．ラルズ跡地活用事業 完了 １２ ３０ 

３-3．中心市街地コンバージョン事業 実施中 ８ ８３ 

４． データセンター等整備事業 未了 ８０ ０ 

計 ６００ ３２５ 

 

事業による増加達成率が低かった要因として、中心市街地において従業者１００人

を超える大規模事業所３件の撤退、郊外移転があったことがあげられます。また、市

の雇用創出計画事業による就職者数は、市全体としては計画を上回りましたが中心市

街地での雇用に結びつかなかったこと、誘致企業の雇用人数が計画より下回ったこと、

データセンター整備事業の遅れなどがその主な要因と考えられます。一方、中心市街

地コンバージョン事業では、予定を大幅に上回る事業件数が実施され、従業者数の増

加に貢献しました。 
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（４）認定基本計画の総括 

中心市街地の現状と市民意向を踏まえ、中心市街地活性化基本計画（認定基本計画）

の総括と課題を目標別に整理すると以下の通りです。  

 

目

標 
中心市街地の現状 市民意向 認定基本計画の総括 課題 

ま
ち
な
か
住
ま
い
を
促
進
す
る 

 

◆中心市街地の居住

者人口の推移は、

減尐から横ばいに

転じてきている。 

 

◆高齢者人口比率は 

全体的に高まっ

ており、中心市街

地は全市を上回

る。特に､商業業

務集積地区の比

率が高い。 

 

◆世帯人員は減尐傾 

向にあり、中心市 

街地は全市に比

べ尐ない。特に商

業業務集積地区

が尐ない。 

 

◆駅北土地区画整理

事業は土地利用が

進んでいない。ま

た、商業業務集積

地区を取り囲む地

区にはまとまった

空閑地が存在して

いる。 

 

 

◆アンケート調査で

は、郊外地からま

ちなかへの居住意

向が 25％あり、特

に 20～30 代に多

い。 

 

◆まちなか住まいの

促進に関する満足

度は低く、特に「住

みたいと思う住宅

やアパートがあ

る」の評価が低い。 

 

◆まちなか住まいの

促進で取り組んで

ほしいこととして

は、「まちなかの

除排雪」、「高齢

者や障がいのある

人が住みよい環境

づくり」、「安全・

安心な生活環境づ

くり」の要望が多

い。 

 

 

◆中心市街地の居住

者人口は、高齢化

による人口の自然

減、転出超過によ

る社会減が全市に

比較して大きい。 

 

◆駅北土地区画整理

事業が完了し、一

部に市営住宅が整

備されたが、全体

として土地利用が

進んでいない。 

 

◆民間事業者による

共同住宅は、ほぼ

計画通りの戸数が

供給されたが、一

部に整備の遅れが

生じている。 

 

 

◆見込み通り実施さ

れなかった事業の

早期事業着手、事

業推進を図る必要

がある。 

 

◆構造的な人口減尐

への対処として、

ファミリー世帯の

まちなか居住を促

進し（共同住宅整

備等）、中心市街

地の年齢構成を適

正に誘導する施策

展開が必要であ

る。 

 

◆駅北地区、商業業

務集積地区の南側

地区の空閑地を活

用し、住宅の供給

により、郊外から

中心市街地への住

み替えを促進する

必要がある。 
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目

標 
中心市街地の現状 市民意向 認定基本計画の総括 課題 

ま
ち
な
か
回
遊
を
促
進
す
る 

 

◆中心市街地の空き

店舗は減尐しつつ

あるが、空き地は

増加している。 

 

◆中心市街地の小売

業は、商店数、従

業者数、売り場面

積、年間商品販売

額のいずれにおい

ても減尐傾向にあ

る。 

 

◆平成 16年以降、大

規模小売店舗の郊

外への開店が相次

ぎ、一方で中心市

街地からは撤退し

ている。 

 

◆歩行者・自転車通

行量は、減尐傾向

にある。 

 

◆車の路上駐車が見

られる。路線バス

は、平成 18 年 4

月に路線の統廃合

と減便が行われ

た。 

 

◆アンケート調査に

よると、買物で最

も利用する店舗は

「大型商業施設・

量販店」、買物場

所は「郊外」とな

っており、まちな

かの商店街利用の

割合は低い。また、

利用する交通機関

は自動車が最も多

い。 

 

◆平成 25年度調査

によると、過年度

調査に比較し、中

心市街地の利用頻

度は低下してい

る。 

 

◆まちなか回遊の満

足度は低く、特に

「魅力ある店舗が

ある」、「岩見沢

の特徴や資源をい

かした取り組みが

行われている」の

項目での満足度が

低い。 

 

◆まちなか回遊に関

する取り組みは、

「魅力ある店舗を

増やして楽しい買

い物ができる」、

「駐車しやすい環

境づくり」を望む

声が多い。 

 

 

◆居住者人口が横ば

いのため、人口増

による歩行者通行

量の増加がなかっ

た。 

 

◆駅南北のアクセス

を改善する有明連

絡歩道が整備され

たが、商店街の魅

力低下により商業

業務集積地区への

回遊に結びついて

いない。 

 

◆中心市街地コンバ

ージョン事業によ

り、空き店舗への

開業が計画を大き

く上回り、歩行者

通行量増加にも寄

与した。 

 

◆大規模小売店舗が

撤退したポルタビ

ルは、商業・業務

機能に加え、市民

の交流空間が整備

され交流拠点とし

てオープン、各種

イベント等が実施

されている。 

 

 

◆中心市街地コンバ

ージョン事業など

の空き店舗対策や

空き地の利用を促

進し、通りや店舗

の魅力向上を図る

必要がある。 

 

◆であえーる岩見沢

のテナント誘致､

交流空間の活用を

進めるとともに､

駅前通り沿道街区

の整備を促進し交

流拠点機能を高め

る必要がある。 

 

◆商業環境は依然と

して厳しいことか

ら、ロの字回廊を

中心に商店街活性

化事業の充実が必

要である。 

 

◆様々な事業主体が

連携し、地域資源

を活用しながら岩

見沢らしさを重視

したソフト事業等

の活動を推進する

必要がある。 

 

◆駐車場や公共交通

機関（バス）の利

便性向上に向けた

取り組みが必要で

ある。 
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標 
中心市街地の現状 市民意向 認定基本計画の総括 課題 

ま
ち
な
か
雇
用
を
促
進
す
る 

 

◆中心市街地の事業

所数、従業者数は、

ともに減尐傾向に

ある。 

 

◆中心市街地では、

従業者 100 人を超

える大規模事業所

3件の撤退、郊外

移転が生じてい

る。 

 

◆中心商店街では、

後継者不足などの

問題、空き店舗の

増加など、雇用の

受け皿としての課

題が生じている。 

 

◆まちなか雇用の促

進に関する満足度

調査において、事

業所の立地のしや

すさ、起業のしや

すさ、新たな産業

の取り組み、商業

と農業・観光等と

の連携、求人情報

の提供、就職支援

等の全ての項目で

評価が低い。 

 

◆雇用促進に向けた

取り組みとして

は、「事業所など

働く場所を増や

す」、「農業や観

光と連携した取り

組みを増やす」と

の要望が多い。 

 

◆地域経済の低迷か

ら大規模事業所の

撤退や郊外移転が

あり､新規従業者

の採用を控える事

業所も多い。 

 

◆岩見沢雇用創出計

画による就職者

は、市全体では計

画を上回ったが、

中心市街地では計

画を下回ってい

る。 

 

◆データセンター等

整備事業など、従

業者増に寄与する

事業が遅れてい

る。 

 

◆中心市街地コンバ

ージョン事業によ

り、空き店舗への

開業が行われ、従

業者増加に寄与し

た。 

 

 

◆就職サポートセン

ターなどを活用

し、積極的な雇用

促進事業を推進し

ていく事が重要で

ある。 

 

◆中心市街地に、地

域に密着した事業

所の立地を促す必

要がある。 

 

◆大きな成果のあっ

た中心市街地コン

バージョン事業を

さらに充実し、従

業者増につなげる

必要がある。 

 

◆雇用の促進に向

け、であえーる岩

見沢の空き床を有

効活用する必要が

ある。 

 

◆商店街や民間事業

者等が連携し、商

店街の後継者対

策、新規開業を支

援する取り組みを

今後も進めていく

必要がある。 

 

 

 

 


